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神は 

失われた私たちを探された 

その方は 

また、他の失われた者を探すために 

私たちを用いられる 

私たちは肉体という服を着ているが、 

本質は霊的な存在であり、 

神の救いの働きを助ける、 

栄光の器である(Ⅱコリント4:7) 

主イエスはそのような私たちに聖餐を命じて、 

その方の死を記念させた(Ⅰコリント11:24～26) 

私たちは聖餐を通して 

その方の愛と恵みを覚えて感謝する 

これによって私たちはこの世の霊魂を救う、 

使命者となるためのまことの変化をもつことができる 

私たちは互いに愛し、互いに励まし、(ヨハネ13:34) 

この世の権勢に勝利し、(ヨハネ16:33) 

霊魂を救うという使命をともに成就していく同労者である 

新しい戒めは 

私たちが全身全霊を尽くして率先垂範しながら守ることによって 

キリストの教会を強め、堅固にするために 

主から与えられた戒めである 

◎私たちは 

主の血と肉を 

常に伝える者であるということを忘れてはいけない(ルカ22:19～20) 

◎神の愛に対する感謝を、 

互いに施す愛と親切によって 

現そう 

◎新しい戒めを常に実践して 

伝道する教会となろう 

※主の血と肉を伝える  

私たちは 

キリストの教会である 

 

 

 



肉体という枠から脱け出して自分のまことの姿を探そう 

以前、私たちは失われた者でした。そのとき、私たちは暗やみの中でどこに行くのかも

わからないで、さまよっていました。そのとき、私たちが知らなかったのは神だけではあ

りませんでした。私たちは自分についても知ることができませんでした。神はそのような

私たちを忘れないで、探してくださいました。 

以前、私たちが知っていた私たちの姿は私たちのまことの姿ではありませんでした。そ

れはこの地で着たのちに脱ぎ捨てる肉体に過ぎませんでした。この地の劣悪な環境で生き

ていくと、人は悪くなったり貧しさのためにみすぼらしくなったりします。そのような姿

も私たちのまことの姿ではありません。正しい者が損害を受け、むしろ悪い者が栄えやす

いこの世の生活に適応しながら、私たちは肉体が自分のまことの姿であると誤解したまま

生きてきました。 

これからは自分のまことの姿を肉体という枠から解放させなければなりません。このた

めには第一に、神の恵みと愛を受けなければなりませんし、第二に、この世の心配を克服

しなければなりませんし、第三に、神のしもべとして自分の本分を担わなければなりませ

ん。私たちの存在意義は神のしもべとして本分を担うところにあります。この世は自分の

本分を担う者にとってそれ以上、汚くて避けなければならないところではなくて、神から

預けられた働きをなすところです。 

自分の肉と血を差し出された主を覚えよう 

神は私たちにイエスとともに天に座る恵みを施してくださいました(エペソ 2:6)。私た

ちに与えられたこの大きな恵みの発端はイエスが弟子たちとともにもたれた最後の晩餐で

あったと見ることができます。イエスは「わたしは、苦しみを受ける前に、あなたがたと

いっしょに、この過越の食事をすることをどんなに望んでいたことか。」(ルカ 22:15)と

いわれました。その晩餐はイエスの最後の晩餐でした。晩餐が終わると、イエスはすぐに

死なれました。もしその日に主とともに食事をしなかったのであれば、弟子たちは二度と

主とともに晩餐をもつ機会がなかったでしょう。主はその晩餐で弟子たちにパンを裂かれ

ましたし、数時間後には実際に自分の体を裂かれました。 

イエスは弟子たちに杯を与えながら「これはわたしの契約の血です。多くの人のために

流されるものです。」(マルコ 14:24)といわれました。弟子たちにとって「契約の血」と

いう言葉は不慣れな言葉ではありませんでした。イスラエルがエジプトから出て来てシナ

イ山の前に集まったときに、モーセが人々に律法を朗読したのちに羊の血を注ぎながらそ

れを契約の血と呼んだためでした(出 24:8)。イエスはその血と区別するために自分の血を

「新しい契約の血」といわれました(ルカ 22:20)。新しい契約の内容は罪を赦すというこ

とでした(マタイ 26:28)。イエスは弟子たちに杯を与えてから数時間後に実際に自分の血

を流されました。それを見た弟子たちはイエスが言及された「契約の血」という言葉を絶

対に忘れることができませんでした。 

イエスは十字架で死ぬことによって私たちに向けられた神の愛の真実を最も貴いかたち

として見せてくださいました。神の愛はただ心の中にあるものではありませんでした。神

は自分の体を与えるほど私たちを愛してくださいました。私たちはただ信仰を通して救い

を受けますが、主は私たちを救うために自分の命を捨てただけでなく、あらゆる蔑視と誤

解に耐えられました。 

主は弟子たちに聖餐を命じながら「私を記念しなさい。」といわれました。その方は一

度も父の御前で自分を高めたことがありませんでした。その方は常に父に栄光をささげ、



父から命じられた御言葉だけを伝え、父から命じられたことだけをなさいました。とこ

ろが、聖餐について命じるときだけは「父」ではなく、「私」を覚えなさいといわれま

した。そうです。聖餐をするときにはイエスを覚えなければなりません。その方が十字

架で死なれたという事実だけでなく、死が来ることを待っておられたその方の心情もと

もに覚えなければなりません。 

聖餐を通してひとつであることを確認しよう 

聖餐の意味は主が裂かれた肉のように私たちが散らばってそれぞれ生活の現場で福音

を伝え、霊魂を連れて再び集まり、すべての霊魂がひとつの体であるということを確認

するところにあります。集まってともに聖餐をすることによって主の愛と犠牲を覚え、

その方を中心としてひとつになるというのが完全な教会の姿です。以前、人間はアダム

の中でひとつでしたが、今、私たちはイエス・キリストの中でひとつです。聖書を通し

て私たちは神が個人をそれぞれ導かないで共同体を導かれたということを知ることがで

きます。神はアブラハムの信仰を根としてひとつとなった旧約教会を導かれましたし、

十二弟子を導かれましたし、マルコの家の大広間で聖霊を受けた 120人の弟子を導かれ

ました。このように神は共同体を通して働かれます。 

私たちはイエス・キリストに属した者です。その一方で、イエス・キリストを代表す

る者でもあります。イエスが私たちを買い取られたために、これ以上、「私」を立てて

はいけません。私たちの肉体と情欲は主とともに十字架につけられました。これ以上、

「私」を高めるために身もだえするという古い姿を現してはいけません。 

聖餐を通して私たちは自分が新しい契約の中にいるという事実、教会の一員になった

という事実を確認します。聖餐を通して私たちは自分の本分が霊魂の救いにあるという

ことを覚えます。聖餐に参加する者はイエス・キリストの中にいる者です。それゆえ、

その人にはキリストの体、すなわち教会の生計を担わなければならない義務があります。

教会の生計を心配するのは牧師だけではありません。主の肉と血を食べた者は主に属し

たので、この世を恐れないで、天で受ける報いと神への愛を考えなければなりません。 

「私」ではなく、「私たち」を考えよう 

私たちは主の所有物です。今、私たちはこの世で「私」のために闘争していたときの

態度を下ろさなければなりません。主は弟子たちと晩餐をするときに、自分の成功だけ

を考えていたイスカリオテ・ユダを去らせました。そのことを忘れなかった弟子たちは

主と最後に晩餐を分かち合ったそのときを考え、自分を犠牲にして他の霊魂を救う生涯

を送りました。聖餐に参加する者は霊魂の救いに対する欲をもたなければなりません。

そして、その聖なる働きのために自分を新しい戒めに適した人格に変えなければなりま

せん。また、周りにいる聖徒がそのような変化を体験することができるように助けなけ

ればなりません。 

コリント人への手紙第一 11章でパウロが聖餐について説明した内容の前後には、教

会の中で分派があってはならないという内容が出て来ます。教会で党派を作ったり、自

分の有益のために教会を利用しようとしたりする者が聖餐に参加するのは自分の罪を食

べて飲むことと同じです。聖餐に参加する者であれば、少なくとも教会の有益のために

自分を下ろすことができなければなりません。主は弟子たちに聖餐を命じるときに「あ

なたがた」といわれました。教会は「私」ではなく、「私たち」であると強調されたの

です。 



聖餐をする者は何よりも主に向けられた感謝に満たされなければなりません。また、自

分を捨てて、他の人を先に考える配慮に満たされなければなりません。この世でも「団体

や国がひとつに団結しなければ、滅びる。」というのが常識です。ましてや主の体である

教会が団結しなければ、主がどのようにして働かれるでしょうか？ そのようになれば、私

たちそれぞれが神の助けを受けることも難しくなるでしょう。真実で切実な心霊によって

聖餐に臨み、それによって教会を主が喜ばれる教会にしなければなりません。 
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